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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第160期

第２四半期
連結累計期間

第161期
第２四半期
連結累計期間

第160期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 766,414 594,074 1,751,330

経常利益 (百万円) 62,460 47,279 173,347

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 44,879 30,652 122,087

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 43,678 29,853 86,343

純資産額 (百万円) 723,440 759,615 753,915

総資産額 (百万円) 1,765,941 1,691,480 1,889,995

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 209.01 145.64 573.14

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 40.8 44.7 39.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △89,858 △80,453 77,475

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 31,947 △7,715 33,260

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △55,981 △26,263 △66,647

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 323,930 367,992 482,655
 

　

回次
第160期

第２四半期
連結会計期間

第161期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 110.54 83.02
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

第２ [事業の状況]における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1)業績の状況

日本経済は、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、依然として厳しい状況が続いております。

建設業界においては、公共投資は堅調であるものの、企業業績の低迷から民間設備投資の冷え込みが懸念されて

おり、先行き不透明な状況となっております。

こうした状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は次のとおりとなりました。

売上高は、土木事業、建築事業及び開発事業において減少したことにより前年同期比22.5％減の5,940億円となり

ました。

利益につきましては、売上総利益は減収に加え、開発事業の利益率悪化等により前年同期比16.0％減の848億円と

なり、販売費及び一般管理費が同1.8％減の404億円となったことから、営業利益は同25.8％減の443億円となりまし

た。経常利益は営業外損益が好転したものの、営業利益の減少により同24.3％減の472億円となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は前年同期に独占禁止法関連損失引当金戻入額を計上したことの反動等に伴う特別損益

の悪化により同31.7％減の306億円となりました。

 

報告セグメント等の業績を示すと次のとおりであります（報告セグメント等の業績については、セグメント間の

内部取引を含めて記載しております。）。

 

①土木事業

売上高は、当社及び連結子会社の減少により前年同期比13.6％減の1,810億円となり、減収により完成工事総

利益が減少したことから、営業利益は同19.1％減の176億円となりました。

②建築事業

売上高は、当社及び連結子会社の減少により前年同期比25.7％減の3,998億円となり、減収により完成工事総

利益が減少したことから、営業利益は同21.8％減の238億円となりました。

③開発事業

売上高は、当社及び連結子会社の減少により前年同期比21.7％減の434億円となり、減収に加え当社及び連結

子会社の利益率悪化により開発事業総利益が減少したことから、営業利益は同62.9％減の25億円となりまし

た。

④その他

売上高は、前年同期比7.1％増の58億円、営業利益は同1.9％増の５億円となりました。
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(2)財政状態

①資産の状況

資産合計は、回収に伴う完成工事未収入金の減少等により前連結会計年度末比10.5％・1,985億円減少し、１

兆6,914億円となりました。

②負債の状況

負債合計は、支払に伴う工事未払金の減少等により前連結会計年度末比18.0％・2,042億円減少し、9,318億

円となりました。なお、資金調達に係る有利子負債残高は、概ね前連結会計年度末並みの2,063億円（うちノン

リコース債務は１億円）となりました。

③純資産の状況

純資産は、自己株式を取得したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により概ね前連結会計

年度末並みの7,596億円となりました。また、自己資本比率は、同5.0ポイント増の44.7％となりました。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

①営業活動によるキャッシュ・フロー

仕入債務の減少等により、当第２四半期連結累計期間の収支は804億円の支出超（前年同期は898億円の支出

超）となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得等により、当第２四半期連結累計期間の収支は77億円の支出超（前年同期は319億円の収

入超）となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払、自己株式の取得等により、当第２四半期連結累計期間の収支は262億円の支出超（前年同期は

559億円の支出超）となりました。　

 

以上により、当第２四半期連結会計期間末の「現金及び現金同等物」は3,679億円（前連結会計年度末比1,146億

円減）となりました。

 

(4)経営方針、経営環境及び優先的に対処すべき課題等

当第２四半期連結累計期間において、重要な変更等はありません。

 

(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は57億円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 440,000,000

計 440,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は

登録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 224,541,172 224,541,172
東京・名古屋証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は
100株であります。

計 224,541,172 224,541,172 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年９月30日 － 224,541,172 － 122,742 － 30,686
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(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自
己株式を除

く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 19,906 9.54

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 13,882 6.65

みずほ信託退職給付信託
               みずほ銀行口

東京都中央区晴海一丁目８番12号 7,857 3.77

大成建設取引先持株会 東京都新宿区西新宿一丁目25番１号 5,450 2.61

株式会社日本カストディ銀行
（信託口７）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 4,937 2.37

株式会社日本カストディ銀行
（信託口５）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 4,363 2.09

大成建設社員持株会 東京都新宿区西新宿一丁目25番１号 3,598 1.72

ジェーピー　モルガン
チェース　バンク
３８５７８１
（常任代理人　株式会社みずほ
　銀行）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,
E14 5JP, UNITED KINGDOM
（東京都港区港南二丁目15番１号） 

3,300 1.58

株式会社日本カストディ銀行
（信託口４）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 2,920 1.40

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 2,847 1.36

計 － 69,064 33.10
 

(注) １ 2020年４月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社及

びその共同保有者が2020年３月30日現在で以下の株式を所有している旨が記載されておりますが、当社と

して2020年９月30日時点における実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況は株主名簿に

よっております。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 7,446 3.32

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目12番１号 1,817 0.81

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目５番２号 1,975 0.88

計 － 11,238 5.01
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(注) ２ 2020年８月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、ブラックロッ

ク・ジャパン株式会社及びその共同保有者が2020年７月31日現在で以下の株式を所有している旨が記載さ

れておりますが、当社として2020年９月30日時点における実質所有株式数の確認ができないため、上記大

株主の状況は株主名簿によっております。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ブラックロック・ジャパン
株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番３号 3,110 1.39

ブラックロック・ファンド・
マネジャーズ・リミテッド

英国　ロンドン市　スログモートン・
アベニュー12

321 0.14

ブラックロック・アセット・
マネジメント・アイルランド・
リミテッド

アイルランド共和国　ダブリン　ボールス
ブリッジ　ボールスブリッジパーク２　１階

829 0.37

ブラックロック・ファンド・
アドバイザーズ

米国　カリフォルニア州　サンフランシスコ
市　ハワード・ストリート　400

2,666 1.19

ブラックロック・インスティ
テューショナル・トラスト・
カンパニー、エヌ．エイ．

米国　カリフォルニア州　サンフランシスコ
市　ハワード・ストリート　400

3,126 1.39

ブラックロック・インベストメ
ント・マネジメント
（ユーケー）リミテッド

英国　ロンドン市　スログモートン・
アベニュー12

1,157 0.52

計 － 11,212 4.99
 

 
(注) ３ 2020年８月19日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、野村證券株式会社及びその共同

保有者が2020年８月14日現在で以下の株式を所有している旨が記載されておりますが、当社として2020年

９月30日時点における実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況は株主名簿によっており

ます。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 24 0.01

ノムラ　インターナショナル
ピーエルシー

1 Angel Lane, London EC4R 3AB,
United Kingdom

763 0.34

野村アセットマネジメント
株式会社

東京都江東区豊洲二丁目２番１号 10,752 4.79

計 － 11,540 5.14
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 15,898,300
 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 208,197,000
 

2,081,970 －

単元未満株式 普通株式 445,872
 

－ １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 224,541,172 － －

総株主の議決権 － 2,081,970 －
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の株式数及び議決権の数には、証券保管振替機構名義の株式1,200株 (議決

権12個)及び株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式106,000株（議決権1,060個）が含まれておりま

す。なお、当該議決権1,060個は、議決権不行使となっております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には自己保有株式90株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大成建設株式会社

東京都新宿区西新宿
          一丁目25番１号

15,898,300 － 15,898,300 7.08

計 － 15,898,300 － 15,898,300 7.08
 

(注)　自己保有株式には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式106,000株は含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

 (1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 482,722 369,176

  受取手形・完成工事未収入金等 615,037 474,403

  未成工事支出金 54,856 89,883

  たな卸不動産 ※1  105,487 ※1  133,931

  その他のたな卸資産 ※2  3,096 ※2  4,097

  その他 37,988 27,202

  貸倒引当金 △166 △77

  流動資産合計 1,299,022 1,098,616

 固定資産   

  有形固定資産 204,400 205,463

  無形固定資産 14,288 14,563

  投資その他の資産   

   投資有価証券 317,621 316,524

   退職給付に係る資産 13,205 13,119

   その他 42,966 44,658

   貸倒引当金 △1,510 △1,464

   投資その他の資産合計 372,283 372,837

  固定資産合計 590,972 592,863

 資産合計 1,889,995 1,691,480
 

 

EDINET提出書類

大成建設株式会社(E00052)

四半期報告書

10/22



 

 
 
 
           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 491,569 298,618

  短期借入金 87,934 71,420

  ノンリコース短期借入金 15 15

  1年内償還予定の社債 10,000 10,000

  未成工事受入金 121,645 194,261

  完成工事補償引当金 3,605 2,687

  工事損失引当金 2,269 2,547

  その他 240,398 157,198

  流動負債合計 957,437 736,749

 固定負債   

  社債 30,000 50,000

  長期借入金 80,038 74,716

  ノンリコース長期借入金 158 150

  役員退職慰労引当金 436 445

  役員株式給付引当金 － 14

  環境対策引当金 1 1

  退職給付に係る負債 45,044 46,090

  その他 22,962 23,695

  固定負債合計 178,642 195,115

 負債合計 1,136,080 931,864

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 122,742 122,742

  資本剰余金 60,198 60,198

  利益剰余金 556,304 573,223

  自己株式 △65,515 △75,909

  株主資本合計 673,729 680,255

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 74,536 74,677

  繰延ヘッジ損益 △43 △39

  土地再評価差額金 1,230 1,228

  為替換算調整勘定 △3,164 △3,522

  退職給付に係る調整累計額 3,869 3,355

  その他の包括利益累計額合計 76,428 75,699

 非支配株主持分 3,757 3,660

 純資産合計 753,915 759,615

負債純資産合計 1,889,995 1,691,480
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高   

 完成工事高 702,439 541,046

 開発事業等売上高 63,975 53,027

 売上高合計 766,414 594,074

売上原価   

 完成工事原価 616,083 466,590

 開発事業等売上原価 49,240 42,589

 売上原価合計 665,323 509,179

売上総利益   

 完成工事総利益 86,356 74,456

 開発事業等総利益 14,734 10,438

 売上総利益合計 101,091 84,895

販売費及び一般管理費 ※1  41,238 ※1  40,498

営業利益 59,852 44,397

営業外収益   

 受取利息 227 227

 受取配当金 2,447 2,517

 その他 852 851

 営業外収益合計 3,528 3,596

営業外費用   

 支払利息 592 521

 その他 327 192

 営業外費用合計 919 713

経常利益 62,460 47,279

特別利益   

 投資有価証券売却益 443 250

 独占禁止法関連損失引当金戻入額 3,043 －

 その他 6 3

 特別利益合計 3,492 254

特別損失   

 投資有価証券評価損 746 1,120

 その他 53 836

 特別損失合計 799 1,956

税金等調整前四半期純利益 65,153 45,576

法人税等 20,232 14,942

四半期純利益 44,920 30,634

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

41 △17

親会社株主に帰属する四半期純利益 44,879 30,652
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 44,920 30,634

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △414 145

 繰延ヘッジ損益 △0 △8

 為替換算調整勘定 △67 △277

 退職給付に係る調整額 △706 △507

 持分法適用会社に対する持分相当額 △53 △131

 その他の包括利益合計 △1,242 △780

四半期包括利益 43,678 29,853

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 43,623 29,925

 非支配株主に係る四半期包括利益 55 △71
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 65,153 45,576

 減価償却費 4,830 4,928

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △282 △134

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △1,219 278

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 579 1,048

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 24 85

 独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減少） △9,129 －

 受取利息及び受取配当金 △2,675 △2,744

 支払利息 592 521

 投資有価証券評価損益（△は益） 746 1,120

 投資有価証券売却損益（△は益） △421 △101

 売上債権の増減額（△は増加） △41,888 140,568

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △35,848 △35,030

 たな卸不動産の増減額（△は増加） △8,227 △28,887

 その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △1,112 △1,042

 未収入金の増減額（△は増加） 15,481 12,471

 仕入債務の増減額（△は減少） △83,878 △192,852

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 36,775 72,667

 預り金の増減額（△は減少） △12,057 △43,425

 未払金の増減額（△は減少） 4,634 △15,179

 未払費用の増減額（△は減少） △4,511 △6,739

 その他 △2,038 △5,955

 小計 △74,474 △52,827

 利息及び配当金の受取額 3,112 3,044

 利息の支払額 △590 △511

 法人税等の支払額 △17,905 △30,159

 営業活動によるキャッシュ・フロー △89,858 △80,453
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） 29,548 △1,116

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △7,429 △7,333

 有形及び無形固定資産の売却による収入 444 32

 投資有価証券の取得による支出 △4,262 △606

 投資有価証券の売却及び償還による収入 13,606 538

 その他 38 770

 投資活動によるキャッシュ・フロー 31,947 △7,715

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △1,608 △5,166

 長期借入れによる収入 12,000 －

 長期借入金の返済による支出 △23,104 △16,669

 ノンリコース長期借入れによる収入 180 －

 ノンリコース長期借入金の返済による支出 － △7

 社債の発行による収入 － 19,882

 自己株式の取得による支出 △28,004 △10,393

 配当金の支払額 △15,268 △13,735

 その他 △176 △173

 財務活動によるキャッシュ・フロー △55,981 △26,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 △499 △230

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △114,391 △114,662

現金及び現金同等物の期首残高 437,584 482,655

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

737 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  323,930 ※1  367,992
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
　

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

（税金費用の計算）

　税金費用に関しては、主として当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

　ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しております。

 
 

 
 

(追加情報）
 

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務

対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

 
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ たな卸不動産の内訳
 

 
前連結会計年度

(2020年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

販売用不動産 63,301百万円 81,009百万円

開発事業支出金 42,185 52,921 

計 105,487 133,931 
 

 

※２ その他のたな卸資産の内訳
 

 
前連結会計年度

(2020年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

材料貯蔵品 2,472百万円 3,043百万円

その他事業支出金 624 1,054 

計 3,096 4,097 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ このうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

従業員給料手当 15,605百万円 14,996百万円

退職給付費用 776 964 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係は、次のとおりであります。
 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金預金勘定 324,614百万円 369,176百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△683 △1,183 

現金及び現金同等物 323,930 367,992 
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日
定時株主総会

普通株式 15,268 70.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期

連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月８日
取締役会

普通株式 13,735 65.00 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金
 

 
２　株主資本の金額の著しい変動

　連結財務諸表提出会社は、2019年５月10日に開催された取締役会において、自己株式の取得

に係る事項について決議し、2019年５月13日から2019年７月23日（受渡ベース）までに普通株

式6,808,000株、27,999百万円の取得を行いました。

 
当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日
定時株主総会

普通株式 13,735 65.00 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期

連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月11日
取締役会

普通株式 13,561 65.00 2020年９月30日 2020年12月２日 利益剰余金
 

（注）2020年11月11日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に対する

　　　配当金６百万円が含まれております。

 
２　株主資本の金額の著しい変動

　連結財務諸表提出会社は、2020年５月13日に開催された取締役会において、自己株式の取得

に係る事項について決議し、2020年５月14日から2020年９月25日（受渡ベース）までに普通株

式2,667,000株、9,999百万円の取得を行いました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木 建築 開発 計

売上高         

外部顧客への売上高 196,305 512,910 53,332 762,549 3,865 766,414 － 766,414

セグメント間の内部売上高
又は振替高

13,109 25,494 2,246 40,850 1,583 42,433 △42,433 －

計 209,415 538,405 55,578 803,399 5,448 808,848 △42,433 766,414

セグメント利益 21,867 30,475 6,946 59,289 508 59,798 53 59,852
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定

等建設業に付帯関連する事業、物流事業、レジャー関連事業及びその他サービス業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額53百万円には、セグメント間取引消去等75百万円、のれん償却額△21百万円が含ま

れております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木 建築 開発 計

売上高         

外部顧客への売上高 167,891 381,142 40,889 589,923 4,151 594,074 － 594,074

セグメント間の内部売上高
又は振替高

13,144 18,678 2,606 34,429 1,683 36,113 △36,113 －

計 181,035 399,820 43,496 624,352 5,835 630,188 △36,113 594,074

セグメント利益 17,694 23,818 2,577 44,089 518 44,607 △210 44,397
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定

等建設業に付帯関連する事業、物流事業、レジャー関連事業及びその他サービス業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△210百万円には、セグメント間取引消去等△189百万円、のれん償却額△21百万円

が含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益 209.01円 145.64円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益 （百万円） 44,879 30,652

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

（百万円） 44,879 30,652

普通株式の期中平均株式数 （千株） 214,722 210,466
 

 (注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託（ＢＢＴ）に残存する当社株式は、１株当

　　　　　たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

　　　　１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当第２四半期連結累計期

　　　　間０千株であります。

 

(重要な後発事象)

 自己株式の取得

当社は、2020年11月11日に開催された取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読

み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について次のとおり

決議いたしました。

(1)自己株式の取得を行う理由

    株主還元の充実及び資本効率の改善を目的としております。

(2)取得対象株式の種類

    当社普通株式

(3)取得し得る株式の総数

    5,000千株（上限）

    （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.40％）

(4)株式の取得価額の総額

    100億円（上限）

(5)取得期間

    2020年11月12日～2021年３月31日

 
２ 【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりであります。

①決議年月日 2020年11月11日

②中間配当金の総額 13,561,780,830円

③１株当たりの額 65.00円

④支払請求の効力発生日及び支払開始日 2020年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月11日

大成建設株式会社

代表取締役社長 相 川 善 郎 殿

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 塚   原   克   哲 印

 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大   津   大 次 郎 印

 

 

 
　監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成建設株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成建設株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
　

 

（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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